
運
転
免
許
返
納
し
や
す
い
環
境
整
備
を

追
跡
レ
ポ
ー
ト
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月
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タ
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ト
イ
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改
修

工
事
の
設
計
業
務
を
計
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質
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　人
の
議
員
が
　件
を
質
問
、

　
　
　
　
　
　
　
　町
の
考
え
を
質
す

た
だ

24

10

（６月16日）

　利府小学校で、住民参加型の防災訓練
が行われました。
　自助・共助の力で地域を守りましょう。

総合
防災訓練



総額

一般会計補正予算

１2７億円
4千万円減額し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

助

成

事

業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ト
イ
レ
改
修

政
策
課

300万円
増

歳出

歳出
1500万円
増

　一般会計補正予算は、既定の予算から4339
万円を減額し、総額127億9661万円とするも
のです。

■一般会計の主な補正予算項目
歳入（収入）� （万円未満切り捨て）

項　　目 補　正　額 補正の理由

低所得者・子育て
世帯主向けプレミ
アム付き商品券
販売代

-1億
1000万円

当初町で商品券販売等
を予定していたが、商
工会等に依頼すること
による減額

コミュニティ
センター助成
（青山町内会）

+1500万円
「コミュニティセンター
助成事業」が採択され
たことによる増額

子ども・子育て支援
事業事務費等補助 +2305万円 国による幼児教育無償

化事業に伴う増額

歳出（支出）
項　　目 補　正　額 補正の理由

コミュニティセンター
トイレ改修工事
実施設計

+300万円
コミュニティセンター
トイレ改修工事に伴う
実施設計をするため増額

庁舎維持修繕工事 +340万円
役場庁舎の熱源コント
ローラーの交換及び来
庁者用喫煙所設置工事
費を増額

子ども・子育て
支援システム改修
業務委託

+1329万円
幼児教育無償化に向け
たシステム改修に伴う
増額

総合体育館アリーナ
照明交換工事 +100万円

総合体育館のメインア
リーナ照明交換工事に
伴う増額

　
６
月
定
例
会
は
、６
月
11

日
か
ら
14
日
ま
で
４
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
10
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
高
齢

者
支
援
、
道
路
整
備
、
文

化
複
合
施
設
整
備
な
ど
町

政
全
般
に
わ
た
り
論
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
報
告
４
件
、

承
認
１
件
、
補
正
予
算
な

ど
の
議
案
18
件
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

トイレ以外の改修は

問　
工
事
の
開
始
時
期
と
完

成
予
定
は
。

答　
12
月
に
工
事
を
着
工
し
、

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
完
成

さ
せ
る
。

問　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
。
ト
イ
レ
以
外
の
改

修
は
考
え
な
い
の
か
。

答　
現
在
、
協
議
を
進
め
て

い
る
。

問　
青
山
町
内
会
へ
助
成
す

る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
補

助
基
準
は
。

答　
青
山
３
丁
目
集
会
所
建

設
に
対
す
る
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
補
助
で
あ
る
。対
象

事
業
費
の
５
分
の
３
で
、
上

限
は
１
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

務を計上

2令和元年７月26日発行
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公
共
施
設
適
正
化

方
針
策
定
業
務

財
務
課

歳出
379万円
増

766万円
増

自
動
車
リ
ー
ス

人
事

　

副
町
長
に
櫻
井
や
え
子

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
元
年
７

月
１
日
か
ら
令
和
５
年
６

月
30
日
ま
で
で
す
。

副
町
長
に

櫻さ
く
ら
い井

や
え
子 

氏

低
所
得
者・
子
育
て

世
帯
主
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

保
健
福
祉
課

歳出
3620万円
増

問　
購
入
で
き
る
対
象
者
は
。

答　
低
所
得
者
と
、
０
歳
〜

２
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

人
が
対
象
で
あ
る
。
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人
は
、
ど
ち

ら
も
対
象
に
な
る
。

問　
対
象
人
数
と
販
売
方
法
は
。

答　
低
所
得
者
が
４
５
０
０

人
、
０
歳
〜
２
歳
の
子
ど
も

の
数
が
千
人
、
合
わ
せ
て
５

５
０
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

郵
便
局
で
販
売
予
定
で
あ
る
。

問　
策
定
概
要
は
。

答　
個
別
計
画
が
作
ら
れ
て

い
な
い
公
共
施
設
の
適
正
化

方
針
を
策
定
す
る
。
施
設
ご

と
に
評
価
表
を
作
成
し
、有
識

者
会
議
で
方
針
を
検
討
す
る
。

問　
理
由
と
車
種
は
。

答　
町
長
使
用
の
公
用
車
が

12
年
経
過
し
、
走
行
距
離
も

10
万
㌔
を
超
え
て
い
る
。
燃

料
電
池
自
動
車
の「
ミ
ラ
イ
」

を
予
定
し
て
い
る
。

問　
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

仙
台
市
に
し
か
な
い
。
補
給

が
困
難
で
は
な
い
か
。

答　
地
球
温
暖
化
と
い
う
深

刻
な
問
題
が
あ
る
。
国
や
県

も
推
奨
し
て
お
り
、
町
の
公

用
車
を
代
表
し
水
素
自
動
車

を
導
入
す
る
。

議
案
27
号

条例
改正

議
員
報
酬
等
改
正

　

議
員
報
酬
・
政
務
活

動
費
等
の
条
例
が
提
出

さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

適
用
は
、
次
の
任
期
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
議
員
報
酬
は
、

平
成
８
年
以
来
見
直
し

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
県

内
21
町
村
議
会
の
中
で

下
か
ら
２
番
目
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
今
回

の
改
訂
は
、
約
23
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。

〇議員報酬（月額）� （単位：円）

区　分 現行額 改正額 差額
議　長 298000 331000 33000
副議長 243000 274000 31000
委員長 232000 253000 21000
議　員 229000 250000 21000

〇政務活動費
現　行　額 改　正　額 差　　額
15000 10000 −5000

施設ごとに適正化方針を

※　債務負担行為＝�複数年にわたり支払いが生じる契約を結ぶため、債務の負担を
可能にするもの。

※債 務
負担行為

コミュニティセンタートイレ

改修工事の設計業
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採決状況一覧　　○賛成　　×反対　　議長（櫻井正人）は採決に加わらない。

議　　案

伊
藤　
　
司

鈴
木　
晴
子

西
澤　
文
久

後
藤　
　
哲

小
渕
洋
一
郎

安
田　
知
己

木
村　
範
雄

土
村　
秀
俊

吉
岡
伸
二
郎

高
久　
時
男

鈴
木　
忠
美

伊
勢　
英
昭

永
野　
　
渉

遠
藤　
紀
子

渡
辺　
幹
雄

郷
右
近
隆
夫

及
川　
智
善

櫻
井　
正
人

議決結果
（賛成：反対）

報告第１号～第４号 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
承 認 第 １ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認（17：０）
議案第25号～第41号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（17：０）
議 案 第 4 2 号 無記名投票による 可決（17：０）

令和元年６月定例会提出議案　24件
（報告４件、承認１件、条例９件、補正予算４件、契約３件、人事１件、委員会提出議案１件、その他１件）
報告１　継続費繰越計算書

　「文化複合施設整備事業」、「須賀地区漁業集落防
災機能強化促進事業」、「利府小学校校舎建替え事業」
の３件を、平成31年度に逓次繰越したことを報告

報告２　繰越明許費繰越計算書
　３月定例会で議決された一般会計に属する11件の
事業を、平成31年度に繰越したことを報告

報告３　繰越明許費繰越計算書
　３月定例会で議決された下水道特別会計に属する
１件の事業を、平成31年度に繰越したことを報告

報告４　水道事業会計継続費繰越計算書
　利府浄水場監視制御設備等更新事業を、平成31年
度に逓次繰越したことを報告

承認１　専決処分の承認
　町税条例、国民健康保険税条例を、法令等の改正
に伴い、所要の改正

議案25　町税条例等の一部改正
　地方税法等の一部を改正する法律等が公布された
ことに伴い、所要の改正

議案26　消費税率及び地方消費税率の引上げに伴う関
係条例の整備等に関する条例
　10月１日から消費税及び地方消費税の税率が10
％に引き上げられることに対応するため、関係する
条例の所要の改正

議案27　議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例及び議会の政務活動費の交付に
関する条例の一部改正
　「議員報酬」の引き上げ、「政務活動費」の引き下
げ等を行うため、所要の改正
３ページに掲載

議案28　介護保険条例の一部改正
　消費税率の引き上げに伴い、介護保険料の軽減措
置の対象者を拡大するため、所要の改正

議案29　心身障害者医療費の助成に関する条例の一部
改正
　県の障害者に係る医療費助成事業の改正に伴い、
所要の改正

議案30　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正
　国の基準の改正に伴い、所要の改正

議案31　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正
　国の基準の改正に伴い、所要の改正

議案32　課室設置条例の一部改正
　総務課内にある「オリンピック推進室」を独立さ
せ体制強化を図るため、所要の改正

議案33　地区計画区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部改正
　地区計画区域内の建築物の制限を図るため、所要
の改正

議案34　令和元年度一般会計補正予算
　歳入は、社会福祉費補助金などの増額や、雑入の
減額等
　歳出は、コミュニティセンター助成事業などの増
額やプレミアム付き商品券扶助費などの減額
� （4339万円減）
２ページ・３ページに掲載

議案35　令和元年度介護保険特別会計補正予算
　歳入は、消費税増税に伴う低所得者の保険料軽減
強化のため減額
　歳出は、人事異動により事業費を減額

（853万8000円減）
議案36　令和元年度下水道特別会計補正予算

　歳入は、消費税率の引上げに伴い増額
　歳出は、測量及び実施設計業務委託料を増額�

（349万4000円増）
議案37　令和元年度水道事業会計補正予算

　収益的収入は、消費税率の引き上げ
　収益的支出及び資本的支出は人件費の調整等
（収益的収入	 570万4000円増）
（収益的支出	 29万3000円減）
（資本的支出	 6万4000円増）

議案38　工事請負契約の締結
　移動系防災行政無線整備工事

議案39　工事請負契約の締結
　文化複合施設建築工事

議案40　工事請負変更契約の締結
　須賀地区水門土木工事（第５回目変更）

議案41　町道の路線変更
　文化複合施設整備に伴い、路線の起点を変更

議案42　副町長の選任
　櫻井やえ子氏を選任
３ページに掲載

委員会提出議案１　�町議会の議決すべき事件に関する
条例

4令和元年７月26日発行
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　６月定例会では、10人の議員が24件の※一般質問を行い、３日間に
わたり活発な議論を展開しました。
　質問と答弁を要約した内容は、６ページから15ページです。
　なお、全文記録（議事録）は８月下旬に利府町議会ホームページに掲載
しますのでご覧ください。 QRコードはこちら →

利府町議会 検 索

鈴木　忠美（７ページ）
⃝中央公園野球場等整備
⃝館山公園整備
⃝パークゴルフ場整備

遠藤　紀子（９ページ）
⃝高齢者支援に新しい方策
⃝性の問題と対策

小渕洋一郎（８ページ）
⃝�長町利府断層直下型地震対策

木村　範雄 （10ページ）
⃝国民健康保険の減免
⃝路側のカラー化
⃝陸上自衛隊利府射撃場

吉岡伸二郎（６ページ）
⃝町水道事業
⃝公共施設の老朽化対策

伊勢　英昭（12ページ）
⃝環境整備と空き地・空き家条例
⃝町道の整備

及川　智善（14ページ）
⃝給食費無償化の財源確保
⃝文化複合施設建設

土村　秀俊（13ページ）
⃝交差点等危険個所の点検改善
⃝危険ブロック塀等安全対策
⃝住宅リフォーム助成制度創設

鈴木　晴子（15ページ）
⃝児童虐待防止への取り組み
⃝高齢者への免許返納支援策
⃝文化複合施設第２期計画

安田　知己（11ページ）
⃝幼児教育・保育の無償化
⃝障がい者支援
⃝木造住宅耐震改修工事の費用助成

※　一般質問＝�議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、疑問
点を質

ただ

すこと。本町議会の質問時間は、１人30分以内で、答弁時間は含まない。
5 りふ議会だより　№174



吉
よし

岡
おか

伸
しん

二
じ

郎
ろう

問答
年
間
３
億
円
が
必
要

水
道
管
の
耐
震
化
と

予
算
計
画
は

問 公共施設
　　老朽化対策は

答 必要に応じて
　　　修繕している

問　
「
み
や
ぎ
型
管
理
運
営

方
式
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。ま
た
、導
入
の

メ
リ
ッ
ト
・デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

や
技
術
力
を
最
大
限
活
用
し
、

コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、
経
営

基
盤
の
安
定
強
化
を
実
現
で

き
る
制
度
設
計
で
あ
る
。

問　
50
年
経
過
し
て
い
る
水

道
管
も
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
時
に
は
、
約
１
か
月
間
水

道
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
。

耐
震
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
更
新

状
況
は
ど
う
か
。

答　
水
道
管
の
総
延
長
は
約

２
５
０
㎞
で
、耐
用
年
数
を
超

え
て
い
る
管
路
は
30
㎞
ほ
ど

で
あ
る
。
今
後
は
耐
震
管
に

更
新
す
る
計
画
期
間
を
10
年

間
と
定
め
て
い
る
。
年
間
事

業
費
は
３
億
円
程
度
で
あ
る
。

耐震化が待たれる水道管

問　
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
と
施
設
ご
と
の
優
先
順
位

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

答　
個
別
の
施
設
計
画
を
策

定
し
て
い
る
施
設
以
外
は
、

各
施
設
で
定
期
点
検
を
実
施

し
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
し

て
い
る
。

問　
施
設
を
修
繕
、
更
新
す

る
際
の
財
源
確
保
は
。

答　
６
月
定
例
会
補
正
予
算

に
、
公
共
施
設
の
中
長
期
適

正
化
方
針
を
策
定
す
る
事
業

費
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、

施
設
の
存
廃
統
合
や
更
新
す

る
際
の
財
源
も
含
め
、
施
設

の
在
り
方
を
有
識
者
会
議
で

検
討
す
る
。

問　
施
設
の
機
能
が
大
き
く

低
下
す
る
前
に
改
修
す
る
計

画
保
全
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
コ
ス
ト
面
も
抑
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
「
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
基
づ
き
検
討

し
た
い
。
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鈴
すず

木
き

　忠
ただ

美
み

問答
館
山
公
園
登
り
坂
の

安
全
対
策
整
備
を

注
意
喚
起
の
看
板
を

　
　
　
　
　
　

設
置
す
る

状況を踏まえ
修繕、整備を検討する答

中央公園
野球場の整備を問

これも
質　問

答
問
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
の

　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
結
果
は

平
場
面
積
、
財
源
的
に

　
　
　
　
　
　
　
整
備
は
困
難

ボランティアだけでは限界

問　
中
央
公
園
野
球
場
は
完

成
後
22
年
経
過
し
、球
場
周
辺

防
球
ネ
ッ
ト
の
劣
化
破
損
で

防
球
効
果
が
低
下
し
て
い
る
。

張
り
替
え
交
換
す
る
計
画
は
。

答　
全
面
的
な
修
繕
や
部
分

張
り
替
え
を
行
う
。

問　
女
子
ト
イ
レ
の
増
設
や

お
む
つ
交
換
台
に
落
下
防
止

柵
を
付
け
る
べ
き
で
は
。

答　
増
設
は
、
施
設
の
構
造

上
難
し
い
。
落
下
防
止
柵
は

検
討
し
た
い
。

問　
駐
車
場
が
不
足
し
て
い

る
。
対
応
策
は
あ
る
の
か
。

答　
多
目
的
運
動
場
の
芝
部

分
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
で
対
応
す
る
。

問　
中
央
公
園
野
球
場
の
整

備
管
理
は
、
職
員
も
行
っ
て

い
る
の
か
。

答　
整
備
管
理
と
運
営
は
、

業
務
委
託
し
て
い
る
。
整
備

は
手
さ
ぐ
り
な
部
分
も
あ
る

た
め
、職
員
も
携
わ
っ
て
い
る
。

問　
使
用
を
禁
止
し
て
い
る

「
子
供
広
場
」の
整
備
計
画
は
。

答　
経
年
劣
化
し
て
い
る
。

今
後
は
、
利
用
状
況
を
踏
ま

え
修
繕
・
整
備
を
検
討
す
る
。

問　
公
園
駐
車
場
へ
向
か
う

坂
道
は
、
途
中
に
待
避
所
が

２
か
所
整
備
さ
れ
て
い
る
。

道
幅
が
狭
く
、
坂
道
や
カ
ー

ブ
で
交
差
す
る
際
、
女
性
や

高
齢
者
は
、
か
な
り
苦
労
し

て
い
る
が
安
全
対
策
は
。

答　
道
路
の
両
側
が
私
有
地

で
あ
り
、
用
地
の
確
保
や
立

木
の
補
償
及
び
史
跡
に
関
す

る
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
当

面
は
、
注
意
喚
起
の
看
板
を

設
置
す
る
。

問　
桜
の
開
花
時
期
限
定
で
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
を
対
象

に
車
を
山
頂
ま
で
乗
り
入
れ

で
き
な
い
か
。

答　
公
園
利
用
者
の
安
全
確

保
の
観
点
及
び
史
跡
や
地
形

の
問
題
か
ら
車
の
乗
り
入
れ

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

館
山
公
園
と
し
て
、

「
冒
険
の
丘
」
整
備
も
並
行

し
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

答　
遊
具
類
の
劣
化
や
破
損

な
ど
で
、
安
全
性
を
考
慮
し

撤
去
を
行
っ
て
お
り
、
現
在

は
２
基
の
遊
具
の
み
で
あ
る
。

利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
遊
具

の
設
置
を
含
め
た
整
備
を
検

討
す
る
。
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小
お

渕
ぶち

洋
よう

一
いち

郎
ろう

問答
配
備
を
定
め
突
発
事
態
に

　
　
　
　
　
　

備
え
て
い
る

長
町
利
府
断
層

直
下
型
地
震
に
備
え
よ

通電火災から我が家を守れ

備えたい長町利府断層

問　
地
震
発
生
時
、
通
常
業

務
を
含
め
た
、
町
の
初
動
体

制
は
ど
う
か
。

答　
災
害
の
種
類
、
規
模
に

よ
り
警
戒
配
備
か
ら
非
常
配

備
ま
で
、必
要
な
人
数
を
定
め

突
発
的
事
態
に
備
え
て
い
る
。

問　
各
組
織
が
迅
速
か
つ
有

効
に
機
能
す
る
た
め
に
は

「
職
員
一
人
一
人
が
何
を
す

べ
き
か
」
任
務
を
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
が
、
ど

う
か
。

答　
職
員
全
員
に
活
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
配
布
し
災
害
担
当

職
員
に
は
、
防
災
研
修
を
行

っ
て
い
る
。

問　
大
型
商
業
施
設
等
で
負

傷
者
が
多
く
発
生
し
た
場
合
、

町
は
い
か
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
災
害
発
生
時
の
医
療
救

護
活
動
は
、
塩
釜
医
師
会
と

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

問　
総
合
防
災
訓
練
で
医
師
、

看
護
師
に
よ
る
※
ト
リ
ア
ー

ジ
を
行
い
、
訓
練
参
加
者
に

よ
る
負
傷
者
の
搬
送
・
応
急

救
護
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
今
後
、
検
討
す
る
。

問　
熊
本
地
震
を
契
機
に
活

断
層
に
近
い
公
共
施
設
の
耐

震
化
が
問
題
と
な
っ
た
。
町

の
公
共
施
設
は
ど
う
か
。

答　
役
場
庁
舎
、
教
育
施
設

等
全
体
の
99
．３
％
が
新
し
い

耐
震
基
準
に
適
合
し
て
い
る
。

問　
電
力
復
旧
時
に
火
災
と

な
る
「
通
電
火
災
」
へ
の
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答　
地
震
が
発
生
し
避
難
す

る
際
、電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を

下
ろ
す
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

問　
町
と
し
て
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
有
効
性
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
積
極
的
に
広
報
し

て
は
ど
う
か
。

答　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

と
て
も
重
要
で
役
立
つ
も
の

と
考
え
る
。
町
と
し
て
広
報

し
て
い
き
た
い
。

※　トリアージ＝�災害・事故現場などで大勢の負傷者が発生した時に、重症度によって治療の
優先順位を決めること。

仙台市

利府町

長
町

−
利

府
線
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遠
えんどう

藤　紀
のり

子
こ

質問者の動画
が見られます

問答
性
暴
力
に
遭
っ
た
人
へ
の

対
応
は

相
談
に
備
え

　

打
ち
合
わ
せ
は
し
て
い
る

情報発信の
　有効な手段である答

高齢者向けの
ガイドブックを問

高齢者に優しい町に（サロン風景）

問　
町
独
自
の
子
育
て
支
援

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
好
評
で
あ

る
。
医
療
・
サ
ー
ビ
ス
、
救

急
時
の
対
応
な
ど
「
高
齢
者

向
け
」
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
情

報
発
信
の
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
第
８
期
介
護
保
険
・
高

齢
者
福
祉
計
画
の
改
訂
時
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し

て
い
る
。
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
内
容
を
踏
ま
え
検

討
し
た
い
。

問　
高
齢
者
に
と
っ
て
、
生

涯
学
習
は
大
切
で
あ
る
。
空

き
教
室
な
ど
を
活
用
し
て
学

ぶ
場
の
充
実
を
図
っ
て
は
。

答　
「
十
符
の
里
大
学
」
が

好
評
で
あ
る
。
ま
た
、「
り

ふ
わ
く
わ
く
広
場
」
な
ど
で
、

子
ど
も
達
を
支
え
て
も
ら
っ

て
い
る
。

問　
認
知
症
予
防
に
は
、
運

動
も
大
切
で
あ
る
。
町
の
プ

ー
ル
は
利
用
者
が
増
え
た
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
は
、
好

評
で
増
設
の
要
望
が
あ
る
が
。

答　
４
月
か
ら
１
教
室
増
や

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
５

月
利
用
実
績
は
、
30
年
度
よ

り
４
０
０
人
程
増
え
て
い
る
。

問　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

の
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
相

談
支
援
を
行
う
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
た
。
性
暴
力
に
遭

っ
た
人
へ
の
対
応
は
で
き
る

の
か
。

答　
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
相

談
は
な
い
。
対
応
に
備
え
打

ち
合
わ
せ
は
し
て
い
る
。

問　
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
に
よ
る
望

ま
な
い
妊
娠
に
緊
急
避
妊
薬

が
あ
る
。
72
時
間
以
内
に
服

用
す
れ
ば
効
果
が
あ
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
処
方
が
可
能

で
あ
る
が
、
そ
の
理
解
は
。

答　
不
本
意
な
性
行
為
に
対

す
る
女
性
の
身
を
守
る
最
後

の
砦
と
し
て
意
義
が
あ
る
。

扱
い
は
国
の
指
針
に
従
っ
て

検
討
し
て
い
く
。

問　
学
校
教
育
で
は
、
性
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
て
い
る
の
か
。

答　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
発
達
段
階
に
応

じ
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。個

別
の
対
応
は
、
相
談
に
応
じ

る
。
今
後
新
し
い
知
識
も
含

め
て
研
修
等
も
考
え
て
い
く
。
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木
き

村
むら

　範
のり

雄
お

質問者の動画
が見られます

問答
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を

調
査
研
究
し
て
い
く

国
民
健
康
保
険

これも
質　問

答
問
陸
自
利
府
射
撃
場

　
　
　
　
訓
練
時
期
等
の
連
絡
は

定
期
的
な
連
絡
は
な
い

問 歩きやすい路側の
　　　　カラー化を

答 年次計画により
　　　　塗り直している

私から均等割を取らないでね

問　
納
税
の
基
本
原
則
は
応

能
負
担
で
あ
る
が
、
国
民
健

康
保
険
で
は
均
等
割
と
い
う

応
益
割
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
維

持
す
る
た
め
、
均
等
割
分
を

減
免
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
今
後
、
国
の
支
援
制
度

と
し
て
子
ど
も
に
対
す
る
均

等
割
軽
減
制
度
が
創
設
さ
れ

た
場
合
に
は
、
近
隣
市
町
の

動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
均
等
割
減
免
を
検
討

し
た
い
。

問　
子
育
て
世
帯
の
共
通
し

た
課
題
は
、
お
金
の
心
配
な

く
子
ど
も
を
学
ば
せ
社
会
人

に
育
て
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
給
付
型
奨

学
金
制
度
の
拡
充
を
国
に
求

め
、
町
独
自
の
給
付
制
度
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　
国
は
、
平
成
29
年
度
に

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
対
象

者
を
増
や
し
実
施
し
て
い
る
。

町
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制

度
は
、
現
状
で
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。

問　
歩
車
道
が
分
離
さ
れ
て

い
な
い
町
道
で
は
、路
側
の

カ
ラ
ー
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。

範
囲
内
で
も
歩
き
づ
ら
い
箇

所
が
あ
る
が
、
整
備
後
の
点

検
と
対
策
は
。

答　
薄
く
な
っ
た
箇
所
は
、

年
次
計
画
に
よ
り
順
次
塗
り

替
え
し
て
い
る
。
損
傷
等
に

は
随
時
対
応
し
て
い
る

問　
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
を
す
る
た
め
に

は
、
歩
車
道
の
分
離
は
避
け

ら
れ
な
い
。
車
の
乗
り
入
れ

口
の
傾
斜
が
、
歩
行
者
の
通

行
に
支
障
を
来
す
と
の
声
も

あ
る
。
歩
車
道
の
平
た
ん
化

に
取
り
組
む
考
え
は
。

答　
平
た
ん
部
が
１
ｍ
未
満

の
箇
所
等
課
題
も
あ
り
、
改

修
す
る
の
は
難
し
い
。
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安
やす

田
だ

　知
とも

己
み

質問者の動画
が見られます

これも
質　問

答
問

耐
震
改
修
工
事
に
※
代
理
受
領
制
度
を

当
面
は
補
助
金
交
付
を

　
　
　
　
　
　
速
や
か
に
行
う

幼児教育・保育の無償化

無償化を期待しています

問答
生
活
状
況
で
配
布
を

身
体
障
害
者
手
帳

　

１
・
２
級
を
対
象
と
す
る

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

木
造
住
宅

町民の意見を聞き
　　　調査研究する答

給食費も無償に問問　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
で
は
、
給
食
費
は
無
償

化
の
対
象
で
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
副
食
材
料
費
は
保
育
料

に
含
ま
れ
て
い
た
。
３
～
５

歳
児
の
副
食
材
料
費
が
実
費

負
担
に
変
わ
る
の
は
問
題
で

は
な
い
か
。

答　
保
護
者
の
負
担
感
は
否

め
な
い
が
、
国
の
制
度
周
知

に
努
め
る
。

問　
幼
稚
園
、
保
育
所
の
給

食
費
無
償
化
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
国
の
制
度
が
は
っ
き
り

し
な
い
状
況
で
あ
る
。町
民
の

意
見
を
聞
き
調
査
研
究
す
る
。

問　

幼
児
教
育
無
償
化
で

「
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事

業
」
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
今

ま
で
無
料
だ
っ
た
第
３
子
の

給
食
費
が
徴
収
さ
れ
る
。
継

続
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
国
か
ら
具
体
的
な
内
容

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
推
移

を
み
て
判
断
す
る
。

問　
無
償
化
で
保
育
所
の
入

所
ニ
ー
ズ
が
増
し
、
待
機
児

童
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
定
員
拡
大
や
弾
力
運
用

を
実
施
し
受
け
皿
を
確
保
す
る
。

問　
身
体
障
害
者
手
帳
の
認

定
で
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

使
用
し
て
い
る
人
は
、
一
律

１
級
と
し
て
い
た
。し
か
し
、

平
成
26
年
か
ら
日
常
生
活
能

力
に
よ
り
１
級
か
ら
４
級
に

認
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

見
直
し
に
よ
り
３
級
以
下
と

認
定
さ
れ
た
障
が
い
者
は
タ

ク
シ
ー
券
が
利
用
で
き
ず
通

院
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
生
活
状
況
に
よ
り
、

タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
１
・
２
級
で
あ
る
。
３

級
以
下
の
障
が
い
者
は
、
日

常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
状
態
で
は
な
い
と
判
断
さ

れ
る
こ
と
か
ら
障
害
の
状
態

が
安
定
し
た
も
の
と
し
対
象

外
と
し
て
い
る
。

問　
障
が
い
者
認
定
が
３
級

に
見
直
さ
れ
て
も
、
実
際
に

は
健
康
状
態
が
改
善
さ
れ
な

い
人
も
い
る
。
一
人
暮
ら
し

の
障
が
い
者
に
は
通
院
の
た

め
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　
一
人
一
人
の
状
況
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。対
象
外
と
な

っ
た
人
へ
の
説
明
も
一
貫
性

が
な
く
な
る
の
で
難
し
い
。

※　代理受領制度＝�申請者（建物所有者等）との契約により耐震改修工事等を実施した者（工事施工
者等）が、申請者の委任を受け、補助金の受領を代理で行うことができる制度。
この制度を利用することにより、申請者は工事費等と補助金の差額分のみ用
意すればよくなり、当初の費用負担が軽減される。
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伊
い

勢
せ

　英
ひで

昭
あき

質問者の動画
が見られます

問答
早
期
に
策
定
し
た
い

空
き
家
条
例
を

　
　
　
　
制
定
せ
よ

問 今後の
　道路整備は

答 長寿命化計画で
　積極的に進めたい

雑然としている跡地

問　
神
谷
沢
の
労
災
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
現
状
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　
平
成
29
年
11
月
に
厚
生

労
働
省
に
移
管
さ
れ
、
昨
年

３
月
土
地
取
得
の
意
向
確
認

が
あ
り
、
同
６
月
に
取
得
し

な
い
と
回
答
し
た
。

問　
閉
鎖
し
て
か
ら
既
に
５

年
経
過
し
た
。
そ
の
間
雑
草

が
生
い
茂
り
、
タ
ヌ
キ
の
出

没
な
ど
環
境
が
悪
化
し
て
い

る
。
維
持
管
理
な
ど
施
設
跡

地
の
内
部
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

答　
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
町
の
空
き
地
条
例
に
基

づ
き
、
厚
労
省
へ
徹
底
し
た

管
理
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答　
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
施
設

跡
地
の
状
況
を
見
て
要
請
し

て
い
き
た
い
。

問　
空
き
地
・
空
き
家
・
ゴ

ミ
屋
敷
等
の
地
域
問
題
を
網

羅
し
た
条
例
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　
行
政
撤
去
等
費
用
の
問

題
が
発
生
す
る
。
早
期
に
策

定
し
た
い
。

問　
復
興
交
付
金
事
業
も
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
町
の

復
興
申
請
も
終
了
す
る
の
か
。

答　
復
興
計
画
期
間
は
、
令

和
２
年
度
末
ま
で
と
し
て
お

り
、
事
業
延
長
は
行
わ
な
い
。

問　
町
内
に
は
、
凹
凸
の
起

伏
が
残
っ
た
り
雨
水
が
溜
ま

る
道
路
が
点
在
し
て
い
る
が
。

答　
復
旧
事
業
と
復
興
事
業

と
が
あ
り
、
種
類
と
内
容
が

違
う
も
の
で
あ
る
。
災
害
復

旧
事
業
は
３
年
以
内
で
現
況

復
旧
が
大
原
則
で
あ
る
。

問　
復
旧
事
業
は
終
わ
り
か
。

答　
完
了
し
た
と
考
え
て
い

る
。
道
路
の
維
持
補
修
に
関

し
て
は
平
成
30
年
度
に
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
た
。
順

次
補
修
計
画
を
積
極
的
に
進

め
た
い
。

問　
道
路
の
長
寿
命
化
に
、

改
質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
効
果

的
と
聞
く
が
。

答　
一
日
２
５
０
台
以
上
の

大
型
車
が
通
行
し
て
い
る
箇

所
で
使
用
し
て
い
る
。
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土
つち

村
むら

　秀
ひで

俊
とし

質問者の動画
が見られます

問答
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

安
全
対
策
を
急
げ

補
助
制
度
の
活
用
で

　
　
　

除
却
の
周
知
を
図
る

防護柵などの
　安全施設を整備していく答

交差点の事故から
　児童を守る対策は問

これも
質　問

答
問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　
助
成
制
度
創
設
を

木
造
住
宅
の

　
　
耐
震
助
成
等
を
優
先
す
る

問　
滋
賀
県
大
津
市
で
、
保

育
園
児
が
交
差
点
の
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
死
亡
し
た
。
市

で
は
、
散
歩
ル
ー
ト
の
点
検

や
変
更
な
ど
危
険
な
交
差
点

に
防
護
柵
を
設
置
し
安
全
対

策
を
実
施
し
た
。
町
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

答　
安
全
施
設
整
備
は
、
調

査
結
果
を
踏
ま
え
「
通
学
路

等
安
全
対
策
推
進
会
議
」
で

検
証
し
対
策
を
講
じ
る
。

問　
保
育
施
設
の
新
設
で
、

園
児
数
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
商
業
施
設
開
設
な
ど

交
通
量
も
増
加
し
て
い
る
。

児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
交

差
点
内
の
具
体
的
な
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
新
し
く
交
差
点
を
整
備

又
は
改
良
す
る
際
に
は
、
車

の
交
通
量
や
歩
行
者
の
横
断

が
多
く
見
込
ま
れ
る
場
合
に

防
護
柵
等
の
整
備
を
中
心
と

し
て
対
策
を
講
じ
る
。

児童を守る防護柵

問　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去

へ
の
助
成
が
増
額
さ
れ
た
。

町
内
６
小
学
校
区
の
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
に
は
依
然
と
し
て

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
が
、

何
か
所
あ
る
の
か
。

答　
安
全
点
検
の
結
果
、
対

象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
１

０
７
か
所
で
、
改
善
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

33
か
所
の
う
ち
１
か
所
は
除

去
さ
れ
た
。
残
り
の
32
か
所

は
、
補
助
制
度
を
活
用
し
た

安
全
対
策
を
周
知
し
て
い
る
。

問　
倒
壊
の
危
険
か
ら
児
童

を
守
る
た
め
、
早
急
に
安
全

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
特
に
緊
急
に
改
善
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
、
教
育
委
員
会
に
情
報

提
供
し
、
関
係
機
関
と
協
議

の
上
所
有
者
の
承
諾
を
得
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
危
険
標
示
等

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
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及
おい

川
かわ

　智
とも

善
よし

質問者の動画
が見られます

問答
教
育
無
償
化
に
よ
る

　
　
　
　

財
源
を
活
用
す
る

学
校
給
食
費
無
償
化

　
　
財
源
は
あ
る
の
か

問 文化複合施設
第２期工事は慎重に

答 都市再生整備交付金を
　　　　　活用し進める

問　
町
長
は
、
公
約
に
掲
げ

た
「
学
校
給
食
費
の
無
償

化
」
を
実
行
す
る
時
期
・
方

法
を
い
ま
だ
に
明
確
に
し
て

い
な
い
。
持
続
可
能
な
財
源

確
保
に
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
幼
児
教
育
無
償
化

に
よ
る
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

給
食
費
無
償
化
対
象
者
の
段

階
的
な
実
施
を
考
慮
す
る
な

ど
、
早
期
実
現
を
目
指
す
。

問　
「
小
学
校
給
食
費
無
償

化
」
の
「
財
源
は
確
保
さ
れ

て
あ
る
」
と
選
挙
公
約
に
断

定
記
載
し
て
い
た
が
。

答　
公
約
時
点
で
は
教
育
無

償
化
の
財
源
を
活
用
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
。

問　
給
食
費
負
担
は
学
校
給

食
法
第
11
条
で
保
護
者
負
担

が
原
則
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
指
針
を
持
っ
て
進
め
て
い

く
の
か
。

答　
現
在
、
制
度
設
計
中
で

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
精
査
し
、

町
民
の
期
待
に
沿
う
よ
う
立

案
し
た
い
。

無償化のための財源は

問　
文
化
複
合
施
設
第
２
期

工
事
の
完
成
時
期
が
、
令
和

７
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
「
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
の
第
１

期
計
画
が
終
了
す
る
時
期
と

重
な
る
。
小
学
校
を
初
め
各

公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
工

事
が
計
画
さ
れ
、
財
源
の
問

題
が
浮
上
す
る
。
建
築
費
と

と
も
に
維
持
費
、
８
０
０
席

ホ
ー
ル
の
有
効
性
・
稼
働
率

を
考
慮
し
再
考
す
べ
き
で
は
。

答　
第
２
期
工
事
は
、
文
化

ホ
ー
ル
及
び
郷
土
資
料
館
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
整
備
期

間
は
令
和
３
年
か
ら
７
年
ま

で
で
あ
る
。
課
題
と
な
る
財

源
確
保
は
、
都
市
再
生
事
業

の
交
付
金
活
用
を
中
心
に
考

え
て
い
る
。

問　
こ
の
事
業
は
、
約
18
億

円
の
造
成
及
び
建
築
工
事
費

を
要
す
る
。
財
源
内
訳
は
。

答　
都
市
再
生
整
備
事
業
交

付
金
と
し
て
40
％
、
町
負
担

と
し
て
54
％
が
起
債
と
な
り

６
％
が
一
般
財
源
と
な
る
。

事
業
費
は
、
資
材
の
高
騰
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
た
め
調
査

を
進
め
て
い
く
。
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鈴
すず

木
き

　晴
はる

子
こ

質問者の動画
が見られます

問答
高
齢
者
の
免
許
返
納
へ

新
た
な
支
援
を

民
間
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　

紹
介
し
て
い
き
た
い

これも
質　問

答
問
文
化
複
合
施
設

大
ホ
ー
ル
の
運
営
方
法
は

多
角
的
に
検
討
し
て
い
る

児童虐待

さまざまな機会を捉え
周知する答

通告は国民の
　　義務である

問問　
児
童
虐
待
は
、
相
談
件

数
の
増
加
や
重
大
な
児
童
虐

待
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
な

ど
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
国
が
策
定
し
た

「
児
童
虐
待
防
止
対
策
体
制

総
合
強
化
プ
ラ
ン
」に
、「
市

町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」の
設
置
が
示
さ
れ
た
。

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
プ
ラ
ン
の
中
で
、
令
和

４
年
度
ま
で
に
設
置
す
る
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
設
置

に
向
け
、
体
制
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。

問　
こ
の
総
合
支
援
拠
点
は

「
子
育
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」と
も
関
連
性
が
あ
る
。

一
体
的
運
用
が
望
ま
し
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

答　
一
体
的
運
用
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
。

問　
児
童
虐
待
の
通
告
は
、

全
て
の
国
民
に
課
せ
ら
れ
た

義
務
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

知
ら
な
い
人
も
い
る
。
住
民

に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
、
周
知
し
て
い
き
た
い
。

虐待と思ったら※189か役場へ

問　
全
国
的
に
高
齢
者
の
運

転
ミ
ス
に
よ
る
事
故
が
後
を

絶
た
な
い
。
先
進
自
治
体
で

は
免
許
返
納
者
へ
、
民
間
企

業
と
の
協
働
で
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
。
町
も

「
町
民
バ
ス
１
年
間
無
料
」

を
行
っ
て
い
る
が
他
に
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。　

答　
県
タ
ク
シ
ー
協
会
の
乗

車
１
割
引
き
や
買
い
物
を
し

た
際
の
自
宅
配
送
サ
ー
ビ
ス

等
、
民
間
企
業
が
行
っ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
い
。

問　
免
許
返
納
者
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
を
補
助
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。「
町
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
の
ニ
ー

ズ
調
査
で
は
、
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
補
助
を
求
め
る
声
が

第
３
位
と
高
い
割
合
で
あ
る
。

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
補
助
を

行
っ
て
は
。　

答　
県
タ
ク
シ
ー
協
会
の
支

援
策
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

今
後
、
町
民
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

※　１
イチハヤク
８９＝�「虐待かも」と思ったときや子育てに悩んだときに、すぐに児童相談所に通告・相談

ができる全国共通の電話番号のこと。15 りふ議会だより　№174
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政 策 提 言

政策提言の積極的な実行を

より良いまちづくりに向け　　

　
６
月
定
例
会
最
終
日
、
総
務
財
務・産
業
建
設・教
育

民
生
の
各
常
任
委
員
会
の
調
査
報
告
書
を
、「
政
策
提

言
」と
し
て
町
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
成
30
年
９
月
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
一

つ
の
課
題
を
設
定
し
、
町
執
行
部
へ
の
聞
き
取
り
調
査

や
先
進
地
視
察
研
修
、
委
員
間
協
議
な
ど
の
調
査
活
動

を
経
て
、
課
題
解
決
に
至
る
所
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
町
当
局
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
町
政
発
展
に
生

か
す
よ
う
検
討
を
求
め
た
も
の
で
す
。

収納率向上に
向けた取り組み
総務財務常任委員会

⃝
�　

徴
税
行
政
の
適
正
な
執

行
に
あ
た
っ
て
は
、
相
手

の
状
況
に
合
わ
せ
て
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
や
、
納

税
の
み
な
ら
ず
他
の
法
律

知
識
等
の
高
い
専
門
性
が

要
求
さ
れ
る
。

⃝
�　

近
年
、
納
税
方
法
と
し

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収
納

や
ス
マ
ホ
収
納
な
ど
収
納

方
法
が
多
様
化
し
て
い
る
。

納
税
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
収
納
方
法
の
シ
ス
テ

ム
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

課
　
題

専
門
的
職
員
の
養
成
と
収
納
・
徴
収
体
制
の
強
化

⃝

　

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
任
用
し
、
そ
の
技
術
を

職
員
に
習
得
さ
せ
、
可
能
な
限
り
配
置
期
間
を
長
く
で

き
る
体
制
整
備
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

収
納
方
法
の
多
様
化

⃝

　

国
で
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
、

現
行
で
20
％
前
後
の
国
内
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
比
率

を
２
０
２
５
年
ま
で
に
40
％
ま
で
引
き
上
げ
、
将
来
的

に
は
世
界
最
高
水
準
の
80
％
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　
　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
収
納
は
、
自
宅
等
ど

こ
で
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
24
時
間
支
払
い
が

可
能
で
あ
る
。
納
税
者
の
利
便
性
向
上
と
滞
納
抑
制
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
、
ス
マ
ホ
収
納
の
導
入
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

意
見
・
提
言

利便性を高め、納税につなげたい

16令和元年７月26日発行
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下水道の整備状況

環境問題
（空き家・ごみ屋敷）

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

⃝
　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

せ
ず
に
「
汲
み
取
り
式
」
に

よ
り
処
理
し
て
い
る
世
帯
が

あ
る
。

⃝

　

単
独
処
理
浄
化
槽
の
設
置

世
帯
か
ら
放
流
さ
れ
る
水
に

よ
っ
て
放
流
先
の
水
質
が
汚

染
さ
れ
、
周
辺
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

⃝

　

下
水
道
は
、
汚
水
処
理
や

浸
水
対
策
な
ど
、
都
市
の
健

全
な
発
展
や
生
活
環
境
の
改

善
、公
衆
衛
生
の
向
上
等
の
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
社
会
基

盤
で
あ
る
が
、
町
下
水
道
は

全
域
に
普
及
し
て
お
ら
ず
、

住
む
地
域
に
よ
り
不
平
等
な

状
況
が
生
じ
て
い
る
。

空
き
家

⃝

　

居
住
者
が
居
な
く
な
っ

た
後
に
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
ず
、
防
災
・
衛
生
・
景
観

等
地
域
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ご
み
屋
敷

⃝

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
認
知
症
や
身
体
機
能
の
低

下
、
精
神
疾
患
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
に
よ
り
、
管
理
が

不
十
分
と
な
っ
て
い
る
。

空
き
地

⃝

　

土
地
や
、住
居
が
解
体
さ

れ
た
後
も
利
活
用
さ
れ
ず
放

置
さ
れ
て
い
る
。

課
　
題

課
　
題

合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備

⃝

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
生
活
環
境
の
改
善
及
び
公

衆
衛
生
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
率
に
努
め
る
こ
と
。

⃝

　

下
水
道
処
理
区
域
で
、
本
管
に
接
続
で
き
な
い
た
め
、

や
む
を
得
ず
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、

浄
化
槽
設
置
等
補
助
金
の
支
給
対
象
と
な
る
よ
う
現
行

の
補
助
制
度
を
改
正
す
る
こ
と
。

⃝
　

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切

り
替
え
勧
奨
を
実
施
す
る
こ
と
。

⃝
　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
世
帯
に
対
し
、
維
持
管

理
の
重
要
性
と
維
持
管
理
補
助
制
度
に
つ
い
て
も
併
せ

て
周
知
す
る
こ
と
。

下
水
道
の
本
管
整
備
を

⃝

　

未
整
備
地
域
に
対
し
、
可
能
な
限
り
早
期
に
整
備

す
る
こ
と
。

⃝

　

本
管
が
目
前
の
幹
線
道
路
等
ま
で
整
備
世
帯
に
対
し
、

接
続
義
務
等
の
勧
奨
を
行
う
こ
と
。

空
き
家

⃝

　

所
有
者
に
管
理
不
全
に
よ
る
諸
問
題
の
発
生
を
周
知

し
責
任
意
識
の
醸
成
を
図
る
。

⃝

　

管
理
不
全
な
空
き
家
に
対
し
て
は
法
令
に
基
づ
き
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
。

⃝

　

空
き
家
の
流
動
化
を
促
し
建
て
替
え
等
、
利
活
用
を

進
め
る
。

⃝

　

国
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
町
独
自
の
「
空
き
家

等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
。

ご
み
屋
敷

⃝

　

一
般
的
に
「
ご
み
」
と
さ
れ
る
物
も
法
的
に
は
所
有

権
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
代
執
行
も
含
め
た
条
例
の

制
定
が
必
要
で
あ
る
。

⃝

　

条
例
等
、
法
的
根
拠
が
あ
っ
て
も
、
問
題
の
解
決
に

は
長
い
日
時
を
要
す
る
。
早
急
に
調
査
、
研
究
に
着
手

す
る
こ
と
。

空
き
地

⃝

　

現
在
は
所
有
者
へ
の
管
理
依
頼
が
適
正
に
な
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
も
継
続
し
条
例
に
基
づ
い
た
調
査
等
を

求
め
る
。

意
見
・
提
言

意
見
・
提
言

効率的な整備を目指して

計画や法整備でしっかり対策を
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第52回

追
跡

レ
ポ
ー
ト

あの提言は
どうなってるの？

車がなくなることの不便が

運転免許
返納しやすい環境整備を

　
議
員
が
行
う
質
問
や
提

言
が
、
町
政
に
ど
う
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
追

跡
し
て
み
ま
し
た
。

平成22年9月定例会
問
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
増
加

し
て
い
る
。
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
促

す
支
援
策
は
。

答
　
平
成
22
年
10
月
か
ら
町
民
バ
ス
を
利
用

す
る
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
対
し
、１
年

間
無
料
と
す
る
支
援
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

平成27年3月定例会
問
　
高
齢
化
に
向
け
て
、
運
転
免
許
を
返
納

し
て
も
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
公
共
交
通

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
専
門
家
等
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

平成28年12月定例会
問

　
民
間
バ
ス
路
線
が
な
い
地
域
の
人
で
運

転
免
許
証
を
返
納
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

　
「
民
間
バ
ス
１
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト
」
を

タ
ク
シ
ー
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
変
更

で
き
な
い
か
。

答
　
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
運
転
免

許
を
自
主
返
納
し
た
人
は
、
65
歳
以
上
と

な
る
が
、
タ
ク
シ
ー
料
金
が
１
割
引
き
に

な
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
あ
る
。
こ
れ

を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

平成30年9月定例会
問

　
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
対
し
、
１
年

間
限
り
で
町
民
バ
ス
利
用
を
無
料
と
し
て

い
る
。
町
民
バ
ス
運
行
路
線
外
の
免
許
返

納
者
に
対
し
、
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
利
用
無
料

券
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
の
料
金
体
系
な
ど
の
関

係
か
ら
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

令和元年6月定例会
問

　
運
転
免
許
返
納
者
の
支
援
策
と
し
て
、

「
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
補
助
」を
新
設
し
、

「
町
民
バ
ス
無
料
」、「
民
間
バ
ス
１
０
０

円
チ
ケ
ッ
ト
交
付
」
等
の
選
択
制
に
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
県
タ
ク
シ
ー
協
会
で
は
免
許
返
納
者
に

対
し
、
１
割
減
免
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
今
後
も
、
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
対
す

る
支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
提
言
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
対
し

１
年
間
の
町
民
バ
ス
無
料
事
業
を

実
施

平成
22年
10月

18令和元年７月26日発行
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第14回
　町内で活動している団体やサ
ークルを紹介します。また、議会
に対する意見もいただきました。

～子どもたちに音楽で笑顔を～

「音楽サークル どれみ隊」

活動団体は、営利活動を目的としない公共性・公益性が
高いボランティア的な団体を掲載しています。

―活動を始めた時期ときっかけは
　利府聖光幼稚園の音楽サークルとして2015年に、「子
育て中のママでも気軽に音楽を楽しめる場を作りたい」
と思いスタートしました。現在は、幼稚園の枠を越え、
子どもが好きな女性のサークルとなりました。

―活動目的と会員数は
　地域の子どもたちを音楽で元気にしたいとの思いで活
動しています。また、子育て世代が集っているので、「子
育ての悩み相談や情報交換の場」にもなっています。会
員数は15人程です。

―活動内容は
　ゆるい雰囲気にしたいとの思いで、練習は月４回、会
費は月数百円程度です。子連れ参加、出入りも自由です。
楽器は、弦・管・鍵盤楽器とさまざまで、子どもたちに
喜んでもらえるような曲を練習しています。

―皆さんの反応は
　最近、絵本の読み聞かせに合わせて演奏をするスタイ
ルを始めました。大変好評で、イベントへの参加依頼が
おかげさまで来年３月までびっしり埋まっています。毎
回聴きに来てくださる人もおり、励みになっています。

―ご苦労されている点は
　イベントの運営が大変ですが、その都度、皆でフォロ
ーし合いながら頑張っています。

―まちづくり支援事業に申請されて、いかがでしたか
　イベント参加の際、会場に音響等の備品が整っていな
い場合があり、ドタバタしてしまうことがあります。ど
の会場にも対応できるように、最低限の備品は持参した
いと思い、申請しました。また、すぐに「どれみ隊」と
分かってもらえるようにお揃いの「Ｔシャツ」も購入し
ました。

―今後の課題や展望は
　サークルの活動内容は東北で初めてではないかと言わ
れています。活動するたびに新しい発見があります。
これからは、自分たちでイベントを主催し、読み聞かせサ
ークルなど、他のサークルとコラボしたいと思っています。

―「議会だより」の感想を
　写真が大きく、目に留まります。文章も簡潔でとても
読みやすいです。

―私たち、議会・議員に一言を
　子どもが雨の日でも思いっきり安全に遊べる場がほし
いです。そのような声を町に届けてほしいです。

―これからの「まちづくり」に一言
　文化複合施設が整備され、交流人口も増えにぎやかな
町になっていくと思います。それに伴う交通渋滞対策や、
通学路安全対策を講じてほしいです。子どもが巣立った
時に戻ってきたいと思える町になってほしいと思います。

各種町内イベントに参加します

ありがとうございました。
太陽のように明るい皆さんでした。
今後もはじけるようなパワーで、

地域の子どもたちを元気にしてください。
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　年度ごとにテーマを設定し、４回にわたり
住民の皆さまから意見をいただきます。

　利府に住んで23年。私の住む団地の近くに緑豊かな県
民の森や、1997年に完成したグランディ21があります。
2000年にはイオンモールが営業開始し、2002年にしら
かし台ICが完成。2001年の国体と2002年のサッカーワ
ールドカップに合わせて大きな発展を遂げました。
　そして2020年には東京オリンピックが開催されます。
私が生まれた1964年は東京オリンピックの年で、当時の
事は覚えていないながらも２回目の東京オリンピックを迎
えることに感慨深いものがあります。グランディ21では
サッカー競技が開催予定なので、元ベガルタ仙台のゴール
キーパーであるシュミット・ダニエル選手の活躍も楽しみ
の１つです。
　利府町はスポーツに縁のある町だと感じますが、グラン
ディ21で大きな大会があると交通渋滞となるのは、今も
継続課題です。普段の生活ではさほどの不便が無くても、
町にある施設を活かしさらなる発展を遂げるためには何か
ひと工夫が必要と感じます。
　私の趣味はマラソンです。自宅近くのグランディ21と
県民の森が練習場所で、起伏の多いコースなので並みのマ
ラソン大会には十分対応できる体力を維持できます。今年
は100kmのウルトラマラソンを、２回完走することがで
きました。良い環境に住めたと改めて感じます。
　最後に提案を２つ。１つは、以前あった町のマラソン大
会の復活です。町民の参加はもとより、町外からも参加し
たくなる魅力的な大会を開催してほしいです。もしマラソ
ン大会が開催されればボランティアとして参加したいです。
もう１つは、スポーツ大会や観光の拠点として使えるキャ
ンプ場の運営です。コンサートや各種スポーツ大会で活用
できれば、宿泊施設の不足や交通渋滞の解消にもなると思
います。町と県のリソースを上手く組み合わせて有効活用
すれば実現できるのではないでしょうか。
　来年のオリンピックを通して利府町の良いところが口コ
ミ等で広がることを期待し、そのために微力ながらお役に
立てればと思います。

環境に優しい大豆油インキを使用しています
環境に配慮し再生紙を
使用しています 利府町議会 検 索 利府町議会のホームページもご覧ください

○次の定例会は、
　を予定しています。
○傍聴の際は、住所、氏名、性別、年齢（○歳代）
を記入していただきます。
○審議日程など、詳しいことは、議会事務局
　（TEL 022－767－2127）にお尋ねください。

委 員 長　及川 智善 副委員長　高久 時男
委　　員　鈴木 忠美 安田 知己　　小渕洋一郎
　　　　　鈴木 晴子 伊藤 　司

編集作業中の委員

編集/議会広報常任委員会

〒981-0112  宮城県宮城郡利府町利府字新並松4番地
TEL：022ー767ー2127  FAX：022ー767ー2110

　この議会だよりは1万3750部作成し、１部あたり
の印刷製本費は約14円です。

連　載
シリーズ 令和元年度テーマ

オリンピックinRIFU
（２回目／全４回）

加藤　義明 さん
（菅谷台）

か とう よしあき

みんなの議会 傍聴しませんか
9月17日（火）から10月1日（火）

利 府 町 議 会発 行　

『町のリソースの
　　　 有効活用』


